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(57)【要約】
　本発明の実施例は測定方法、基地局及び端末を開示し
、方法は、基地局が狭帯域幅受信モードの切替メッセー
ジを端末に送信し、指定された狭帯域幅に切り替えて情
報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の
幅がシステム帯域幅の幅より小さいことと、ダウンリン
クチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場
合、前記基地局が前記端末がシステム帯域幅に切り替え
てダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリ
ングすることと、を含む。本発明の実施例を用いること
により、端末は狭帯域幅とシステム帯域幅とを柔軟に切
り替えることができ、端末の消費電力を減少させるとと
もに、ダウンリンクチャネルＣＳＩの測定を実現する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定方法であって、
　基地局は狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された狭帯域幅に
切り替えて情報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅
の幅より小さいことと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局は前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングすることと、を含むことを特徴とする測定方法。
【請求項２】
　前記測定方法は、更に、
　前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウン
リンク制御情報を送信することと、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することと、を含むことを特徴とする請
求項１に記載の測定方法。
【請求項３】
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局が前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングすることは、
　基地局が前記端末の前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定
し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウ
ンリンク基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基
準信号を測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モー
ドに入って、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯
域幅受信モードに入る時間長さを含むことと、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることと、を含むことを特徴とする請求項
１に記載の測定方法。
【請求項４】
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、更に、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末が前記測定パラメー
タに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することを含むことを特徴とする請求項３に記載の測定
方法。
【請求項５】
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局が前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングすることは、
　基地局が前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定
し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウ
ンリンク基準信号を１回測定するための時間長さを含むことと、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の
測定方法。
【請求項６】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記測定パラメータを前記端末に送信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリン
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ク制御チャネルで前記測定パラメータの設定状況を前記端末に指示し、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局は前記狭帯域幅の
物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使用して測定するよう
に前記端末に指示することを特徴とする請求項３～５のいずれか１項に記載の測定方法。
【請求項７】
　前記測定方法は、更に、
　前記端末の報告したダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信することと、
　測定停止メッセージを前記端末に送信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するよう
に前記端末に指示することと、を含むことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記
載の測定方法。
【請求項８】
　測定方法であって、
　端末は基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し、指定され
た狭帯域幅に切り替えて情報を受信し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の幅より小さ
いことと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するこ
とと、を含むことを特徴とする測定方法。
【請求項９】
　前記測定方法は、更に、
　前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウン
リンク制御情報を受信することと、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することと、を含むことを特徴とする請
求項８に記載の測定方法。
【請求項１０】
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するこ
とは、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定
するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための
時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯
域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時
間長さを含むことと、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することと、を含むことを特徴とする請求項８に記載の測定方法。
【請求項１１】
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定する前に、更に、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することを含むことを特徴とする
請求項１０に記載の測定方法。
【請求項１２】
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するこ
とは、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回
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測定するための時間長さを含むことと、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信したトリガー
信号を受信することと、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することと、を含むことを特徴とする請求項８に記載の測定方法
。
【請求項１３】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャ
ネルの指示によって前記測定パラメータの設定状況を決定し、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局が前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して送信した、他の設定された測定パラ
メータを使用して測定するように前記端末に指示する情報を受信することを特徴とする請
求項１０～１２のいずれか１項に記載の測定方法。
【請求項１４】
　前記測定方法は、更に、
　前記基地局にダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を報告することと、
　前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定
を停止することと、を含むことを特徴とする請求項８～１２のいずれか１項に記載の測定
方法。
【請求項１５】
　基地局であって、
　狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された狭帯域幅に切り替え
て情報を受信するように前記端末に指示することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステ
ム帯域幅の幅より小さい送信ユニットと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記端末がシス
テム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングするた
めのスケジューリングユニットと、を備えることを特徴とする基地局。
【請求項１６】
　前記送信ユニットは、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにお
いて前記端末に対するダウンリンク制御情報を送信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられることを特徴とする
請求項１５に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記スケジューリングユニットは、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク
基準信号を測定するための周期及び前記端末の前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を
測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入っ
て、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信
モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられることを特徴とする請求
項１５に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記送信ユニットは、更に、前記
狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末が前記測定パラメータに基
づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガーする
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ためのトリガー信号を送信することに用いられることを特徴とする請求項１７に記載の基
地局。
【請求項１９】
　前記スケジューリングユニットは、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク
基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられることを特徴とする請求項１５に記
載の基地局。
【請求項２０】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記送信ユニットは、更に、前記測定パラメータを前記端末に送信するとき、前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの設定状況を前記端末
に指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記スケジューリングユニッ
トは、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメ
ータを使用して測定するように前記端末に指示することに用いられることを特徴とする請
求項１７～１９のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２１】
　前記スケジューリングユニットは、更に、前記端末の報告したダウンリンクチャネルの
チャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末に送信し、ダウンリンク基準
信号の測定を停止するように前記端末に指示することに用いられることを特徴とする請求
項１５～１９のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２２】
　基地局であって、
　プロセッサ、メモリ、送受信機及びバスを備え、前記プロセッサ、メモリ及び送受信機
はバスを介して接続され、前記送受信機は信号を送受信することに用いられ、端末と通信
し、前記メモリは１組のプログラムコードを記憶することに用いられ、前記プロセッサは
前記メモリに記憶されるプログラムコードを呼び出して、
　前記送受信機によって狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定され
た狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の幅がシ
ステム帯域幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局は前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングする操作を実行することに用いられることを特徴とする基地局。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、更に、前記送受信機によって前記狭帯域幅における物理ダウンリン
ク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を送信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられることを特徴とする
請求項２２に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための
測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータ
は前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周期内
に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が
前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
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　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられることを特徴とする請求
項２２に記載の基地局。
【請求項２５】
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記プロセッサは、更に、
　前記送受信機によって前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を送信することに用いられることを特徴
とする請求項２４に記載の基地局。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための
測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータ
は前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられることを特徴とする請求項２２に記
載の基地局。
【請求項２７】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記プロセッサは、更に、前記測定パラメータを前記端末に送信するとき、前記
狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの設定状況を前記端末に
指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサは、更に、前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使用して
測定するように前記端末に指示することに用いられることを特徴とする請求項２４～２６
のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、更に、前記送受信機によって前記端末の報告したダウンリンクチャ
ネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末に送信し、ダウンリン
ク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示することに用いられることを特徴とす
る請求項２４に記載の基地局。
【請求項２９】
　端末であって、
　基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し、指定された狭帯
域幅に切り替えて情報を受信することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の
幅より小さい受信ユニットと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するた
めの切替ユニットと、を備えることを特徴とする端末。
【請求項３０】
　前記受信ユニットは、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにお
いて前記端末に対するダウンリンク制御情報を受信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられることを特徴とする
請求項２９に記載の端末。
【請求項３１】
　前記受信ユニットは、具体的に、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリン
ク基準信号を測定するための測定パラメータを受信することに用いられ、前記測定パラメ
ータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周
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期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端
末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信
号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記切替ユニットは、具体的に、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられることを特徴とする請求項２８に記載の端末。
【請求項３２】
　前記切替ユニットが前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウン
リンク基準信号を測定する前に、前記受信ユニットは、更に、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することに用いられることを特徴
とする請求項３１に記載の端末。
【請求項３３】
　前記受信ユニットは、具体的に、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回
測定するための時間長さを含み、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信したトリガー
信号を受信することに用いられ、
　前記切替ユニットは、具体的に、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられることを特徴とする請求項２９に記載の端末
。
【請求項３４】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記受信ユニットが前記測定パラメータを受信するとき、前記切替ユニットは、
更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルの指示によって前記測定パラメータ
の設定状況を決定することに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記受信ユニッ
トは、更に、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して送信し
た、他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端末に指示する情報を
受信することに用いられることを特徴とする請求項３１～３３のいずれか１項に記載の端
末。
【請求項３５】
　前記切替ユニットは、更に、前記基地局にダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を
報告し、前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号
の測定を停止することに用いられることを特徴とする請求項２９～３３のいずれか１項に
記載の端末。
【請求項３６】
　端末であって、
　プロセッサ、メモリ、送信機、受信機及びバスを備え、前記プロセッサ、メモリ、送信
機及び受信機はバスを介して接続され、前記送信機は信号を送信することに用いられ、前
記受信機は信号を受信することに用いられ、前記送信機及び前記受信機はそれぞれ独立し
て設置され又は統合して設置され、前記メモリは１組のプログラムコードを記憶すること
に用いられ、前記プロセッサは前記メモリに記憶されるプログラムコードを呼び出して、
　前記受信機によって、基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受
信し、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域
幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
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ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する操
作を実行することに用いられることを特徴とする端末。
【請求項３７】
　前記プロセッサは、更に、前記受信機によって前記狭帯域幅における物理ダウンリンク
制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を受信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられることを特徴とする
請求項３６に記載の端末。
【請求項３８】
　前記プロセッサは、具体的に、前記受信機によって、前記基地局が設定された、前記端
末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを受信し、前記測定パラ
メータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記
周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記
端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準
信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられることを特徴とする請求項３６に記載の端末。
【請求項３９】
　前記プロセッサは、更に、前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えて
ダウンリンク基準信号を測定する前に、前記受信機によって、前記基地局が前記狭帯域幅
の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端末が前記測定パラメータに基
づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガーする
ためのトリガー信号を受信することに用いられることを特徴とする請求項３８に記載の端
末。
【請求項４０】
　前記プロセッサは、具体的に、
　前記受信機によって、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号
を測定するための測定パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウン
リンク基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記受信機によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにお
いて送信したトリガー信号を受信し、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられることを特徴とする請求項３６に記載の端末
。
【請求項４１】
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記プロセッサは、更に、前記狭帯域幅の
物理ダウンリンク制御チャネルの指示によって前記測定パラメータの設定状況を決定する
ことに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサ
は、更に、前記受信機によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャ
ネルを介して送信した、他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端
末に指示する情報を受信することに用いられることを特徴とする請求項３８～４０のいず
れか１項に記載の端末。
【請求項４２】
　前記プロセッサは、更に、前記送信機によって前記基地局にダウンリンクチャネルのチ
ャネル状態情報を報告し、前記受信機によって、前記基地局から送信された測定停止メッ
セージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止することに用いられることを特徴と
する請求項３８に記載の端末。
【発明の詳細な説明】



(9) JP 2020-503810 A 2020.1.30

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術分野に関し、特に測定方法、基地局及び端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）
システムにおいて、端末がシステム帯域幅全体においてダウンリンク信号を受信する。ダ
ウンリンク信号は物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及びダウンリンク共通基準信号、例え
ばセル固有基準信号（ＣＲＳ：Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌｓ）及びチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔ
ｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）を含む。ＬＴＥシ
ステムのサポートするシステム帯域幅が１．４ＭＨｚ、３ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ
、１５ＭＨｚ及び２０ＭＨｚがある。より典型的には、多く応用されるシステム帯域幅が
２０ＭＨｚと１０ＭＨｚである。ダウンリンクチャネルにおいてそれぞれ１００個の物理
リソースブロック（ＰＲＢ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）と５０
個のＰＲＢに対応する。
【０００３】
　従来のＬＴＥシステムにおいて、端末がずっとダウンリンクシステム帯域幅全体におい
てＰＤＣＣＨをブラインド検出し、このため、端末の消費電力がより大きい。特に第５世
代移動通信（５Ｇ：５－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）システム及び後続のシステム帯域幅がよ
り広い移動通信システムにおいて、キャリアの帯域幅が極めて広く、例えば２００ＭＨｚ
に達する可能性がある。端末が依然として、ＬＴＥシステム、すなわち第４世代移動通信
（４Ｇ：５－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）システムと同様に、帯域幅全体においてＰＤＣＣＨ
を受信する場合、端末の消費電力が極めて高い。マシンタイプ通信（ＭＴＣ：Ｍａｃｈｉ
ｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）をサポートする端末は、１．４ＭＨｚ
すなわち６つのＰＲＢ帯域幅においてダウンリンク信号を復調することができる。このよ
うなタイプの端末は、ダウンリンク帯域幅が狭くなるため、端末の消費電力を節約した。
しかしながら、このような端末はより狭い帯域幅、例えば６つのＰＲＢにおいて動作しか
できず、このため、端末の機能が大きく制限されている。例えば、セルラーシステムにお
いて、端末はダウンリンクチャネルのチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔ
ａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を測定して、基地局へフィードバックする必要がある
。基地局は端末がフィードバックしたＣＳＩをダウンリンクデータをスケジューリングす
る重要な根拠とする。端末によるダウンリンクチャネルのＣＳＩの測定は一般的にダウン
リンク基準信号、例えばＣＲＳ又はＣＳＩ－ＲＳを測定することにより完了し、この２種
類のダウンリンク基準信号は基地局がシステム帯域幅全体において送信したものであるた
め、正確なダウンリンクチャネルのＣＳＩを取得することが困難であり、従って、狭帯域
幅において動作している端末がダウンリンクチャネルのＣＳＩを測定するという問題を解
決する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施例は端末が狭帯域幅とシステム帯域幅を柔軟に切り替えることが可能であ
り、端末の消費電力を減少させるとともに、ダウンリンクチャネルのＣＳＩの測定を実現
する測定方法、基地局及び端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施例の第１態様には測定方法を提供し、
　基地局は狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された狭帯域幅に
切り替えて情報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅
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の幅より小さいことと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局は前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングすることと、を含む。
【０００６】
　可能な実現方式では、前記測定方法は、更に、
　前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウン
リンク制御情報を送信することと、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することと、を含む。
【０００７】
　可能な実現方式では、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある
場合、前記基地局が前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定
するようにスケジューリングすることは、
　基地局が前記端末の前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定
し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウ
ンリンク基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基
準信号を測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モー
ドに入って、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯
域幅受信モードに入る時間長さを含むことと、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることと、を含む。
【０００８】
　可能な実現方式では、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切
り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、更に、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末が前記測定パラメー
タに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することを含む。
【０００９】
　可能な実現方式では、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある
場合、前記基地局が前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定
するようにスケジューリングすることは、
　基地局が前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定
し、前記測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウ
ンリンク基準信号を１回測定するための時間長さを含むことと、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することと、を含む。
【００１０】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
とも２つの異なる設定を含み、前記測定パラメータを前記端末に送信するとき、前記狭帯
域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの設定状況を前記端末に指示
し、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局は前記狭帯域幅の
物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使用して測定するよう
に前記端末に指示する。
【００１１】
　可能な実現方式では、前記測定方法は、更に、
　前記端末の報告したダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信することと、
　測定停止メッセージを前記端末に送信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するよう
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に前記端末に指示することと、を含む。
【００１２】
　本発明の実施例の第２態様には測定方法を提供し、
　端末は基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し、指定され
た狭帯域幅に切り替えて情報を受信し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の幅より小さ
いことと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するこ
とと、を含む。
【００１３】
　可能な実現方式では、前記測定方法は、更に、
　前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウン
リンク制御情報を受信することと、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することと、を含む。
【００１４】
　可能な実現方式では、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある
場合、前記基地局のスケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定することは、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定
するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための
時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯
域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時
間長さを含むことと、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することと、を含む。
【００１５】
　可能な実現方式では、前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定する前に、更に、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することを含む。
【００１６】
　可能な実現方式では、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある
場合、前記基地局のスケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定することは、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回
測定するための時間長さを含むことと、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信したトリガー
信号を受信することと、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することと、を含む。
【００１７】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
とも２つの異なる設定を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記狭帯域幅の物理
ダウンリンク制御チャネルの指示によって前記測定パラメータの設定状況を決定し、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局が前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して送信した、他の設定された測定パラ
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メータを使用して測定するように前記端末に指示する情報を受信する。
【００１８】
　可能な実現方式では、前記測定方法は、更に、
　前記基地局にダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を報告することと、
　前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定
を停止することと、を含む。
【００１９】
　本発明の実施例の第３態様には基地局を提供し、
　狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された狭帯域幅に切り替え
て情報を受信するように前記端末に指示することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステ
ム帯域幅の幅より小さい送信ユニットと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記端末がシス
テム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングするた
めのスケジューリングユニットと、を備える。
【００２０】
　可能な実現方式では、前記送信ユニットは、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリ
ンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を送信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【００２１】
　可能な実現方式では、前記スケジューリングユニットは、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク
基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を
測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入っ
て、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信
モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられる。
【００２２】
　可能な実現方式では、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切
り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記送信ユ
ニットは、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末が前
記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定す
るようにトリガーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【００２３】
　可能な実現方式では、前記スケジューリングユニットは、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク
基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【００２４】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
とも２つの異なる設定を含み、前記送信ユニットは、更に、前記測定パラメータを前記端
末に送信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータ
の設定状況を前記端末に指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記スケジューリングユニッ
トは、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメ
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ータを使用して測定するように前記端末に指示することに用いられる。
【００２５】
　可能な実現方式では、前記スケジューリングユニットは、更に、前記端末の報告したダ
ウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末に送信
し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示することに用いられる
。
【００２６】
　本発明の第４態様には基地局を提供し、
　プロセッサ、メモリ、送受信機及びバスを備え、前記プロセッサ、メモリ及び送受信機
はバスを介して接続され、前記送受信機は信号を送受信することに用いられ、端末と通信
し、前記メモリは１組のプログラムコードを記憶することに用いられ、前記プロセッサは
前記メモリに記憶されるプログラムコードを呼び出して、
　前記送受信機によって狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定され
た狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の幅がシ
ステム帯域幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局は前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングする操作を実行することに用いられる。
【００２７】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、更に、前記送受信機によって前記狭帯域幅に
おける物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を
送信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【００２８】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準
信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し
、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び
前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、
前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダ
ウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられる。
【００２９】
　可能な実現方式では、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切
り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記プロセ
ッサは、更に、
　前記送受信機によって前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【００３０】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準
信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し
、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間
長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【００３１】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
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とも２つの異なる設定を含み、前記プロセッサは、更に、前記測定パラメータを前記端末
に送信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの
設定状況を前記端末に指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサは、更に、前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使用して
測定するように前記端末に指示することに用いられる。
【００３２】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、更に、前記送受信機によって前記端末の報告
したダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末
に送信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示することに用い
られる。
【００３３】
　本発明の実施例の第５態様には端末を提供し、
　基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し、指定された狭帯
域幅に切り替えて情報を受信することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の
幅より小さい受信ユニットと、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するた
めの切替ユニットと、を備える。
【００３４】
　可能な実現方式では、前記受信ユニットは、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリ
ンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を受信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【００３５】
　可能な実現方式では、前記受信ユニットは、具体的に、前記基地局が設定された、前記
端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを受信することに用い
られ、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期
及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含
み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替え
てダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記切替ユニットは、具体的に、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられる。
【００３６】
　可能な実現方式では、前記切替ユニットが前記測定パラメータに基づいてシステム帯域
幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する前に、前記受信ユニットは、更に、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することに用いられる。
【００３７】
　可能な実現方式では、前記受信ユニットは、具体的に、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回
測定するための時間長さを含み、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信したトリガー
信号を受信することに用いられ、
　前記切替ユニットは、具体的に、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられる。
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【００３８】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
とも２つの異なる設定を含み、前記受信ユニットが前記測定パラメータを受信するとき、
前記切替ユニットは、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルの指示によっ
て前記測定パラメータの設定状況を決定することに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記受信ユニッ
トは、更に、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して送信し
た、他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端末に指示する情報を
受信することに用いられる。
【００３９】
　可能な実現方式では、前記切替ユニットは、更に、前記基地局にダウンリンクチャネル
のチャネル状態情報を報告し、前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、
ダウンリンク基準信号の測定を停止することに用いられる。
【００４０】
　本発明の実施例の第６態様には端末を提供し、
　プロセッサ、メモリ、送信機、受信機及びバスを備え、前記プロセッサ、メモリ、送信
機及び受信機はバスを介して接続され、前記送信機は信号を送信することに用いられ、前
記受信機は信号を受信することに用いられ、前記送信機及び前記受信機はそれぞれ独立し
て設置され又は統合して設置され、前記メモリは１組のプログラムコードを記憶すること
に用いられ、前記プロセッサは前記メモリに記憶されるプログラムコードを呼び出して、
　前記受信機によって、基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受
信し、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信し、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域
幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する操
作を実行することに用いられる。
【００４１】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、更に、前記受信機によって前記狭帯域幅にお
ける物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を受
信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【００４２】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、具体的に、前記受信機によって、前記基地局
が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを
受信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周
期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を
含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替
えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み
、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられる。
【００４３】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、更に、前記測定パラメータに基づいてシステ
ム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する前に、前記受信機によって、前記
基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端末が前
記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定す
るようにトリガーするためのトリガー信号を受信することに用いられる。
【００４４】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、具体的に、
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　前記受信機によって、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号
を測定するための測定パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウン
リンク基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記受信機によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにお
いて送信したトリガー信号を受信し、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられる。
【００４５】
　可能な実現方式では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なく
とも２つの異なる設定を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記プロセッサは、
更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルの指示によって前記測定パラメータ
の設定状況を決定することに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサ
は、更に、前記受信機によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャ
ネルを介して送信した、他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端
末に指示する情報を受信することに用いられる。
【００４６】
　可能な実現方式では、前記プロセッサは、更に、前記送信機によって前記基地局にダウ
ンリンクチャネルのチャネル状態情報を報告し、前記受信機によって、前記基地局から送
信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止することに用
いられる。
【００４７】
　本発明の実施例の第７態様にはコンピュータ記憶媒体を提供し、前記コンピュータ記憶
媒体は本発明の実施例の第１態様のいずれか１つの実現方式に記載の方法を実行するため
の１組のプログラムコードを含む。
【００４８】
　本発明の実施例の第８態様にはコンピュータ記憶媒体を提供し、前記コンピュータ記憶
媒体は本発明の実施例の第２態様のいずれか１つの実現方式に記載の方法を実行するため
の１組のプログラムコードを含む。
【発明の効果】
【００４９】
　本発明の実施例の実施は、
　基地局が切替メッセージを設定することにより、端末の切り替えた狭帯域幅受信モード
を指示し、狭帯域幅受信モードにおいて、端末がシステム帯域幅より狭い狭帯域幅におい
て信号を受信することができ、従って、端末がより広いシステム帯域幅を検出する必要が
なく、端末の消費電力及び検出信号の遅延を減少させることができ、狭帯域幅のＰＤＣＣ
ＨにＵＥ特定検索空間及び一定の制御チャネルユニット集約レベルを設定することにより
、端末の検出した情報量を減少させることができ、それにより端末の消費電力を更に減少
させることができ、ダウンリンクチャネルのＣＳＩを測定する必要があるとき、基地局が
端末のシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリ
ングすることができ、且つシステム帯域幅におけるダウンリンク基準信号を検出する以外
に、端末がシステム帯域幅におけるＰＤＣＣＨを検出する必要がなく、このように、端末
のシステム帯域幅における消費電力も効果的に制御され、最終的に端末の消費電力及びシ
ステム性能のバランスを取り、ダウンリンクチャネルのＣＳＩを測定して取得するように
確保し、ダウンリンクデータのスケジューリングの参照となるという有益な効果を有する
。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
　本発明の実施例又は従来技術の技術案をより明確に説明するために、以下に実施例の記
述において必要な図面について簡単に説明を行うが、明らかに、以下に記載する図面は単
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に本発明の実施例の一例であって、当業者であれば、創造的な労力を払わない前提で、こ
れらの図面に基づいて他の図面に相当し得る。
【図１】図１は本態様の実施例における通信システムのアーキテクチャの模式図である。
【図２】図２は本発明の測定方法の第１実施例のフローチャートである。
【図３】図３は本発明の測定方法の第２実施例のフローチャートである。
【図４】図４は本発明の実施例の図３に示す方法でダウンリンク基準信号を測定する模式
図である。
【図５】図５は本発明の測定方法の第３実施例のフローチャートである。
【図６】図６は本発明の測定方法の第４実施例のフローチャートである。
【図７】図７は本発明の測定方法の第５実施例のフローチャートである。
【図８】図８は本発明の測定方法の第６実施例のフローチャートである。
【図９】図９は本発明の測定方法の第７実施例のフローチャートである。
【図１０】図１０は本発明の基地局の第１実施例の構成模式図である。
【図１１】図１１は本発明の基地局の第２実施例の構成模式図である。
【図１２】図１２は本発明の端末の第１実施例の構成模式図である。
【図１３】図１３は本発明の端末の第２実施例の構成模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　本発明の明細書、特許請求の範囲及び上記図面における用語「含む」、「有する」及び
それらの任意の変形は、非排他的包含を含むように意図される。例えば、一連のステップ
又はユニットを含む過程、方法、システム、製品又は装置は列挙したステップ又はユニッ
トに限らず、選択的に更に列挙しないステップ又はユニットを含み、又は、選択的に更に
これらの過程、方法、製品又は装置固有の他のステップ又はユニットを含む。
【００５２】
　人々の通信ニーズの高まりに伴い、通信技術が迅速に発展しており、より広い帯域幅、
より速いアップ・ダウンリンク伝送速度等をユーザーに提供することができる。例えば、
５Ｇシステムにおいて、２００ＭＨｚまで広いシステム帯域幅を提供することができる。
しかしながら、システム帯域幅の拡大に伴い、端末がより広いシステム帯域幅においてＰ
ＤＣＣＨを受信すれば、端末の消費電力がより高く、端末がずっとより狭い帯域幅におい
て動作すれば、システム性能に影響を与え、端末が正常にダウンリンクチャネルのＣＳＩ
を測定することが不可能になるため、ダウンリンクデータの伝送に影響を与えてしまう。
従って、本発明の実施例は端末がシステム帯域幅より狭い狭帯域幅に切り替えて動作する
ことが可能で、端末の消費電力を減少させるとともに、ダウンリンクチャネルのＣＳＩを
測定する必要があるとき、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する
ことにより、ダウンリンクチャネルのＣＳＩを取得する測定方法を提供する。説明の都合
上、本発明の実施例において５Ｇシステムを説明し、当業者であれば、本発明の実施例の
実施形態は同様に従来の通信システム及び将来の更に高いレベル例えば６Ｇ、７Ｇの通信
システムに適用されてもよく、本発明の実施例は制限しないと理解すべきである。
【００５３】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例の測定方法及び装置を詳しく説明する。
【００５４】
　図１は本態様の実施例における通信システムのアーキテクチャの模式図である。基地局
及び少なくとも１つの端末を備えてもよく、端末はユーザー装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑ
ｕｉｐｍｅｎｔ）と称されてもよい。
【００５５】
　基地局は発展型ノードＢ（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ノードＢ（ＮＢ
：Ｎｏｄｅ　Ｂ）、基地局制御装置（ＢＳＣ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌｌｅｒ）、無線基地局（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ
）、ホーム基地局（例えば、ＨＮＢ：Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ又はＨｏｍ
ｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ベースバンドユニット（ＢＢＵ：ＢａｓｅＢａｎｄ　Ｕｎｉｔ）等
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であってもよい。前記基地局は更に当業者に基地局送受信機、無線基地局、無線送受信機
、送受信機機能、基地局サブシステム（ＢＳＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｓｕｂ　ｓ
ｙｓｔｅｍ）又はいくつかの他の適切な用語と称されてもよい。前記基地局はＰＤＣＣＨ
にダウンリンク制御情報をベアラ・スケジューリングすることができ、具体的に伝送フォ
ーマット、リソース割り当て、アップリンクスケジューリング許可、電力制御及びアップ
リンク再伝送情報等を含んでもよい。且つ、ＵＥへサービスのダウンリンクデータを伝送
して、端末の再伝送フィードバック等を受信することができる。基地局は端末が狭帯域幅
動作モードで動作するようにスケジューリングすることもできるし、端末が狭帯域幅とシ
ステム帯域幅とを切り替えるようにスケジューリングすることもでき、ダウンリンクチャ
ネルのＣＳＩを測定する必要があるとき、端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリン
ク基準信号を測定するようにスケジューリングする。
【００５６】
　端末はセルラー方式の電話、スマートフォン、セッション確立プロトコル（ＳＩＰ：Ｓ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）電話、ラップトップコンピュ
ータ、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビ
デオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲー
ムコンソール又は他の任意の類似機能の装置を含んでもよい。端末は更に当業者に移動局
、加入者局、移動体ユニット、ユーザー要素、無線ユニット、遠隔ユニット、携帯機器、
無線装置、無線通信装置、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、携帯端
末、無線端末、遠隔端末、携帯端末装置、ユーザーエージェント、モバイルクライアント
、クライアント又はいくつかの他の適切な用語と称されてもよい。前記端末は基地局の設
定した制御情報及び基地局のスケジューリングした時間周波数領域リソースを受信するこ
とによりアップリンクサービスデータ及び再伝送フィードバック情報の伝送を行うことが
できる。更に基地局のスケジューリングによって狭帯域幅とシステム帯域幅とを切り替え
ることができる。ダウンリンクチャネルのＣＳＩの測定を実現する。
【００５７】
　端末の消費電力を減少させるために、本発明の実施例において端末がシステム帯域幅よ
り狭い狭帯域幅において動作するように設定することができ、以下に図２～図９を参照し
ながら本発明の測定方法を詳しく説明する。
【００５８】
　図２は本発明の測定方法の第１実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記測
定方法は以下のステップＳ２０１とＳ２０２を含む。
【００５９】
　Ｓ２０１、基地局は狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された
狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示する。
【００６０】
　前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の幅より小さい。前記切替メッセージには端末に指
示して前記狭帯域幅受信モードに入る時間及び前記狭帯域幅受信モードに入るときの狭帯
域幅の周波数帯での位置が含まれてもよい。
【００６１】
　選択肢として、前記狭帯域幅受信モードに入る時間は前記狭帯域幅受信モードに入る開
始時間を含んでもよく、端末が該切替メッセージを受信すると、指定された開始時間に狭
帯域幅受信モードに入り、基地局から送信された、狭帯域幅受信モードを停止するメッセ
ージを受信すると、システム帯域幅に切り替え、又は、基地局から送信された、他の狭帯
域幅又はシステム帯域幅に切り替えるメッセージを受信したとき、現在の狭帯域幅から他
の狭帯域幅又はシステム帯域幅に切り替えてもよい。
【００６２】
　前記狭帯域幅受信モードに入る時間は前記狭帯域幅受信モードに入る時間を含む以外に
、更に前記狭帯域幅受信モードに入る終了時間を含んでもよく、端末は指定された開始時
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間に狭帯域幅受信モードに入って、指定された終了時間にシステム帯域幅に切り替えて情
報を受信することができる。
【００６３】
　選択肢として、基地局は高層シグナリング例えば無線リソース制御プロトコル（ＲＲＣ
：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）又は物理層シグナリング例えばＤＣ
Ｉによって、端末が狭帯域幅のみを受信するモードに切り替えるように指示することがで
きる。基地局は端末の狭帯域幅受信モードの具体的な開始時刻及び狭帯域幅の周波数帯で
の具体的な位置を指示することができる。このように、端末は該切替メッセージに基づい
て指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信することができる。狭帯域幅受信モードに
おいて、端末は自体の無線周波数帯域幅をシステムが端末の受信するように指示する周波
数域幅、すなわち指定された狭帯域幅にチューニング（ｒｅｔｕｎｅ）することができる
。例えば、基地局の指示した端末の狭帯域幅が６つのＰＲＢ（１５Ｋ　Ｈｚサブキャリア
間隔を例とすれば、１．４ＭＨｚである）である場合、端末は自体の無線周波数ユニット
をシステムの指示した狭帯域幅の位置する周波数帯位置の６つのＰＲＢにチューニングす
る。この時、端末がこの６つのＰＲＢにおける信号のみを受信できる。受信された無線周
波数帯域幅が減少するため、端末が節電効果を実現できる。端末はより広いシステム帯域
幅において信号を検出する必要がなく、システム帯域幅より狭い狭帯域幅において信号を
受信し信号を検出すればよく、端末の作業量を減少させ、端末の消費電力を減少させ、端
末の信号受信効率を向上させる。
【００６４】
　なお、マシンタイプ通信（ＭＴＣ：Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）をサポートする端末は、１．４ＭＨｚすなわち６つのＰＲＢ帯域幅においてダ
ウンリンク信号を復調することができる。このようなタイプの端末はダウンリンク帯域幅
が狭くなるため、端末の消費電力を節約する。しかしながら、このような端末はより狭い
帯域幅、例えば６つのＰＲＢにおいて動作しかできないため、端末の機能が大きく制限さ
れる。本発明の実施例における狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の幅より小さく、すなわち
本発明の実施例における狭帯域幅はシステム帯域幅より狭い周波数域における幅を指す。
従来の４Ｇシステムにおける１．４ＭＨｚの帯域幅とは異なる概念である。例えば、従来
の４Ｇシステムにおけるより典型的なシステム帯域幅が１０ＭＨｚ及び２０ＭＨｚであり
、システム帯域幅が１０ＭＨｚである場合、本発明の実施例における狭帯域幅が２ＭＨｚ
、５ＭＨｚ等の１０ＭＨｚより小さい帯域幅であってもよく、システム帯域幅が２０ＭＨ
ｚである場合、本発明の実施例における狭帯域幅が５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、１２ＭＨｚ等
の２０ＭＨｚより小さい帯域幅であってもよい。システム帯域幅が１．４ＭＨｚである場
合、本発明の実施例における狭帯域幅が０．６ＭＨｚ等の１．４ＭＨｚより小さい帯域幅
であってもよい。更に広い帯域幅の５Ｇシステムは、狭帯域幅が同様に５Ｇシステムにお
けるシステム帯域幅より狭い帯域幅であってもよい。
【００６５】
　端末の消費電力は、主に第１態様と第２態様で具現される。第１態様については、端末
がシステム帯域幅全体において信号を検出する。第２態様については、端末によるＰＤＣ
ＣＨのブラインド検出であり、ＰＤＣＣＨのブラインド検出が異なる制御チャネルユニッ
ト集約レベル例えば２、４、８及び異なるＤＣＩ長さ等の検出を含み、端末で検出された
ＤＣＩがＵＥ特定検索空間で検出する必要がある単一端末に対するＤＣＩを含むだけでな
く、更に共通検索空間で検出する必要がある複数の端末に対するＤＣＩを含む。検出内容
がより多いため、端末の消費電力がより高くなり、この時、更に前記狭帯域幅における物
理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を送信する
ことができる。
【００６６】
　前記ダウンリンク制御情報は前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用する。
【００６７】
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　狭帯域幅受信モードにおいて、基地局が端末をスケジューリングするＰＤＣＣＨは基地
局の指示する狭帯域幅にある。端末がこのようなＰＤＣＣＨを受信する複雑さを減少させ
るために、狭帯域幅にあるすべての端末に対するＤＣＩを含まずに、狭帯域幅にあるＰＤ
ＣＣＨには単一の異なる端末に対するＤＣＩを含めてもよく、又は、共通検索空間を含ま
ずに、狭帯域幅にあるＰＤＣＣＨにはＵＥ特定検索空間のみが含まれる。同時に、単一の
異なる端末に対するＤＣＩはその制御チャネルユニット集約レベルが一定であってもよく
、例えば基地局が端末に狭帯域幅受信モードを設定するとき、端末にその制御チャネルユ
ニット集約レベルを指定してもよい。
【００６８】
　ＰＤＣＣＨにはＵＥ特定検索空間及び一定の制御チャネルユニット集約レベルのみが含
まれるため、端末が狭帯域幅にあるＰＤＣＣＨを受信する際に検出する必要がある情報量
を減少させることができ、それにより端末の消費電力を更に減少させることができる。
【００６９】
　Ｓ２０２、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記
基地局は前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するように
スケジューリングする。
【００７０】
　狭帯域幅受信モードにある端末に対して、基地局は端末が指定時間にシステム帯域幅に
チューニングしてダウンリンク基準信号、例えばＣＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＲＳを測定し
、又はシステム帯域幅に周期的にチューニングしてダウンリンク基準信号、例えばＣＲＳ
及び／又はＣＳＩ－ＲＳを測定するように指示することができる。基地局は端末にＣＲＳ
及び／又はＣＳＩ－ＲＳに関連するパラメータ、例えばＣＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＲＳの
時間周波数リソース、ＣＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＲＳ信号に用いたシーケンスパラメータ
等を予め設定してもよい。次に、測定結果に基づいてダウンリンクチャネルのＣＳＩを取
得して基地局に報告する。基地局がダウンリンクデータのスケジューリングを行うための
参照となる。端末の消費電力及びシステム性能のバランスを取る。
【００７１】
　図３は本発明の測定方法の第２実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記方
法は以下のステップＳ３０１～Ｓ３０３を含む。
【００７２】
　Ｓ３０１、基地局は狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された
狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示する。
【００７３】
　Ｓ３０２、基地局は前記端末の前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメ
ータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信する。
【００７４】
　選択肢として、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定する
ための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間
帯情報を含む。
【００７５】
　前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えて
ダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含む。
【００７６】
　Ｓ３０３、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダ
ウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする。
【００７７】
　図４は本発明の実施例の図３に示す方法でダウンリンク基準信号を測定する模式図であ
り、基地局はダウンリンク基準信号を測定する周期及び周期内に前記ダウンリンク基準信
号を測定するための時間帯情報を設定することができる。例えばＴ１～Ｔ１＋Ｌが１つの
完全な周期であり、Ｔ３～Ｔ４がダウンリンク基準信号を測定する時間帯である。Ｌが１
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４ｍｓであり、Ｔ３～Ｔ４がその中の第５ｍｓ～第１２ｍｓを占有すると仮定する場合、
各周期内に、基地局はいずれも端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号
を測定するようにスケジューリングすることができる。当然ながら、基地局は更に端末が
狭帯域幅にある時間帯情報を設定することができる。例えば、図４に示すように、基地局
は端末がＴ１～Ｔ２時間に狭帯域受信モードにあるが、Ｔ３～Ｔ４時間にシステム帯域幅
にチューニングしてダウンリンク基準信号を測定し、Ｔ４～Ｔ１＋Ｌ時間に狭帯域幅受信
モードに戻ると予め設定してもよい。時間Ｔ２～Ｔ３は端末が狭帯域幅からシステム帯域
幅にチューニングする時間間隔である。Ｔ４～Ｔ１＋Ｌは端末がシステム帯域幅から狭帯
域幅にチューニングする時間である。Ｌは測定の周期の長さである。
【００７８】
　本発明の実施例では、具体的な周期及び時間帯情報を設定することにより、端末は狭帯
域幅モードに入る際に周期通りにダウンリンクチャネルのＣＳＩの測定を行い始めてもよ
い。基地局のシグナリングオーバーヘッドを節約することができる。当然ながら、他の実
現方式では、基地局が上記測定パラメータを設定した後、端末は狭帯域幅受信モードに入
った後、測定パラメータに基づいて直ちに測定せずに、基地局のトリガーを待ってもよい
。
【００７９】
　図５は本発明の測定方法の第３実施例のフローチャートであり、本実施例では、ステッ
プＳ５０１～Ｓ５０２は図３のステップＳ３０１～Ｓ３０２と同じであり、ステップＳ５
０４はステップＳ３０３と同じであり、ステップＳ５０４の前に、更に、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいてトリガー信号を送信するＳ５０
３を含む。
【００８０】
　前記トリガー信号は前記端末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替
えてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガーすることに用いられる。
【００８１】
　選択肢として、基地局は狭帯域幅のＰＤＣＣＨにおける信号、例えばＤＣＩにおけるい
くつかのｂｉｔを利用して端末が測定し始めるようにトリガーすることができ、端末はト
リガー信号を受信した後、図４に示す方式で測定し始める。
【００８２】
　トリガーによって端末が測定するようにスケジューリングすることにより、基地局は端
末が測定するようにスケジューリングする柔軟性を向上させることができる。
【００８３】
　図６は本発明の測定方法の第４実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記方
法は以下のステップＳ６０１～Ｓ６０３を含む。
【００８４】
　Ｓ６０１、基地局は狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された
狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示する。
【００８５】
　Ｓ６０２、基地局は前記端末の前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメ
ータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信する。
【００８６】
　前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間
長さを含む。
【００８７】
　Ｓ６０３、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいてトリガー信号を送信
する。
【００８８】
　前記トリガー信号は前記端末がシステム帯域幅に切り替えて前記測定パラメータに基づ
いてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガーすることに用いられる。
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【００８９】
　本実施例では、基地局は端末が測定する持続時間長さを直接設定して端末に通知し、持
続時間長さが図４におけるＴ３～Ｔ４時間長さであり、且つトリガーによって端末が測定
するようにスケジューリングし、それにより端末が測定するようにスケジューリングする
柔軟性を更に向上させることができる。基地局が１回の測定時間長さのみを設定するため
、各回の狭帯域幅受信モードの持続時間長さが異なってもよく、狭帯域幅受信モードにお
いて端末が測定するようにトリガーすれば、端末が１回の測定時間長さでようやく測定を
１回実行する。１回の測定が完了した後、予定周期で測定してもよく、次回に１回トリガ
ーしてもよい。また、トリガー信号の設定方式は図５に示す実施例と同様であってもよく
、ここで詳細な説明は省略する。
【００９０】
　なお、以上の図２～図６に示す測定方法の実施例は独立して実施してもよく、互いに組
み合わせて実施してもよく、本発明の実施例は制限しない。且つ、図３～図６に示す実施
例では、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異な
る設定を含んでもよく、前記測定パラメータを前記端末に送信するとき、前記狭帯域幅の
物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの設定状況を前記端末に指示し、
　基地局は更に測定中に現在使用中の測定パラメータを修正することができ、現在使用中
の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局は前記狭帯域幅の物理ダウンリ
ンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端末に
指示する。
【００９１】
　例えば、基地局は３セットの設定の異なるパラメータを予め設定し、基地局はまず狭帯
域幅ＰＤＣＣＨを利用して端末が第１セットの設定パラメータに基づいて測定し始めるよ
うにトリガーし、以後のある時刻に、基地局は狭帯域幅のＰＤＣＣＨを利用して端末が第
２セット又は第３セットの設定パラメータを用いて測定し始めるように指示することがで
きる。
【００９２】
　また、端末はシステム帯域幅においてダウンリンク基準信号を測定するとき、システム
帯域幅のＰＤＣＣＨを検出せずに、ダウンリンク基準信号のみを受信・測定することがで
き、それにより端末のエネルギー消費量を減少させる。
【００９３】
　且つ、図２～図６に示す実施例に対して、端末がダウンリンク基準信号を測定してダウ
ンリンクチャネルのＣＳＩを取得した後、基地局は更に前記端末の報告したダウンリンク
チャネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末に送信し、ダウン
リンク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示することができる。
【００９４】
　端末は基地局へ測定で取得した結果を報告し、例えば物理アップリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）又は
物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）において伝送したアップリンク制御情報（ＵＣＩ：Ｕｐｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）によって基地局へ報告することができる
。
【００９５】
　且つ、上記実施例における基地局はいずれも狭帯域幅のＰＤＣＣＨにおけるＤＣＩによ
って、端末がダウンリンク基準信号を測定することを停止するようにトリガーすることが
できる。基地局が端末の報告したダウンリンクチャネルのＣＳＩを取得した後、基地局は
端末がダウンリンク基準信号を測定することを一時的に停止してもよい。基地局は以後の
ある時刻に端末がダウンリンク基準信号を測定し始めるように再トリガーしてもよい。
【００９６】
　図７は本発明の測定方法の第５実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記測
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定方法は以下のステップＳ７０１とＳ７０２を含む。
【００９７】
　Ｓ７０１、端末は基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し
、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信する。
【００９８】
　前記狭帯域幅の幅はシステム帯域幅の幅より小さい。前記切替メッセージには端末に指
示して前記狭帯域幅受信モードに入る時間及び前記狭帯域幅受信モードに入るときの狭帯
域幅の周波数帯での位置が含まれる。
【００９９】
　選択肢として、端末は更に前記狭帯域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおい
て前記端末に対するダウンリンク制御情報を受信し、
　前記ダウンリンク制御情報は前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用してもよい。
【０１００】
　Ｓ７０２、ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記
基地局のスケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定する。
【０１０１】
　図７に端末側の実施例の説明を示し、その具体的な過程は図２に示す基地局側の実施例
の説明を参照してもよく、ここで詳細な説明は省略する。
【０１０２】
　図８は本発明の測定方法の第６実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記測
定方法は以下のステップＳ８０１～Ｓ８０３を含む。
【０１０３】
　Ｓ８０１、端末は基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し
、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信する。
【０１０４】
　Ｓ８０２、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定する
ための測定パラメータを受信する。
【０１０５】
　前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び
前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、
前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダ
ウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含む。
【０１０６】
　Ｓ８０３、前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基
準信号を測定する。
【０１０７】
　選択肢として、前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリン
ク基準信号を測定する前に、更に、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することを含んでもよい。
【０１０８】
　図８に端末側の実施例の説明を示し、その具体的な過程は図３～図５に示す基地局側の
実施例の説明を参照してもよく、ここで詳細な説明は省略する。
【０１０９】
　図９は本発明の測定方法の第７実施例のフローチャートであり、本実施例では、前記測
定方法は以下のステップＳ９０１～Ｓ９０４を含む。
【０１１０】
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　Ｓ９０１、端末は基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し
、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信する。
【０１１１】
　Ｓ９０２、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定する
ための測定パラメータを受信する。
【０１１２】
　前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間
長さを含む。
【０１１３】
　Ｓ９０３、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信し
たトリガー信号を受信する。
【０１１４】
　Ｓ９０４、前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り
替えてダウンリンク基準信号を測定する。
【０１１５】
　選択肢として、図８～図９に示す実施例では、更に、
　前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２つの異なる設定
を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャ
ネルの指示によって前記測定パラメータの設定状況を決定することと、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記基地局が前
記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して送信した、他の設定された測定パラ
メータを使用して測定するように前記端末に指示する情報を受信することと、を含んでも
よい。
【０１１６】
　選択肢として、図７～図９に示す実施例では、前記測定方法は、更に、
　前記基地局にダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を報告することと、
　前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定
を停止することと、を含んでもよい。
【０１１７】
　図９に端末側の実施例の説明を示し、その具体的な過程は図６に示す基地局側の実施例
の説明を参照してもよく、ここで詳細な説明は省略する。
【０１１８】
　図１０は本発明の基地局の第１実施例の構成模式図であり、本実施例では、前記基地局
は、
　狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指定された狭帯域幅に切り替え
て情報を受信するように前記端末に指示することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステ
ム帯域幅の幅より小さい送信ユニット１００と、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記端末がシス
テム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングするた
めのスケジューリングユニット２００と、を備える。
【０１１９】
　選択肢として、前記送信ユニット１００は、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリ
ンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を送信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【０１２０】
　選択肢として、前記スケジューリングユニット２００は、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク
基準信号を測定するための周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を
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測定するための時間帯情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入っ
て、システム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信
モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられる。
【０１２１】
　選択肢として、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替え
てダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記送信ユニット
１００は、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末が前
記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定す
るようにトリガーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【０１２２】
　選択肢として、前記スケジューリングユニット２００は、具体的に、
　前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記
測定パラメータを前記端末に送信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク
基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【０１２３】
　選択肢として、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２
つの異なる設定を含み、前記送信ユニット１００は、更に、前記測定パラメータを前記端
末に送信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータ
の設定状況を前記端末に指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記スケジューリングユニッ
ト２００は、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定
パラメータを使用して測定するように前記端末に指示することに用いられる。
【０１２４】
　選択肢として、前記スケジューリングユニット２００は、更に、前記端末の報告したダ
ウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前記端末に送信
し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示することに用いられる
。
【０１２５】
　図１１は本発明の基地局の第２実施例の構成模式図であり、本実施例では、前記基地局
は、
　プロセッサ１１０、メモリ１２０、送受信機１３０及びバス１４０を備え、前記プロセ
ッサ１１０、メモリ１２０及び送受信機１３０がバス１４０を介して接続され、前記送受
信機１３０は信号を送受信することに用いられ、端末と通信し、前記メモリ１２０は１組
のプログラムコードを記憶することに用いられ、前記プロセッサ１１０は前記メモリ１２
０に記憶されるプログラムコードを呼び出して、
　前記送受信機１３０によって狭帯域幅受信モードの切替メッセージを端末に送信し、指
定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信するように前記端末に指示し、前記狭帯域幅の
幅がシステム帯域幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局は前
記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するようにスケジュー
リングする操作を実行することに用いられる。
【０１２６】
　選択肢として、前記プロセッサ１１０は、更に、前記送受信機１３０によって前記狭帯
域幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御
情報を送信し、
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　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【０１２７】
　選択肢として、前記プロセッサ１１０は、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準
信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し
、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期及び
前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含み、
前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替えてダ
ウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク
基準信号を測定するようにスケジューリングすることに用いられる。
【０１２８】
　選択肢として、前記測定パラメータに基づいて、前記端末がシステム帯域幅に切り替え
てダウンリンク基準信号を測定するようにスケジューリングする前に、前記プロセッサ１
１０は、更に、
　前記送受信機１３０によって前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、
前記端末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準
信号を測定するようにトリガーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【０１２９】
　選択肢として、前記プロセッサ１１０は、具体的に、前記端末が前記ダウンリンク基準
信号を測定するための測定パラメータを設定し、前記測定パラメータを前記端末に送信し
、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間
長さを含み、
　前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて、前記端末がシステム帯域幅に
切り替えて前記測定パラメータに基づいてダウンリンク基準信号を測定するようにトリガ
ーするためのトリガー信号を送信することに用いられる。
【０１３０】
　選択肢として、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２
つの異なる設定を含み、前記プロセッサ１１０は、更に、前記測定パラメータを前記端末
に送信するとき、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで前記測定パラメータの
設定状況を前記端末に指示することに用いられ、
　現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサ１１０は、更
に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルで他の設定された測定パラメータを使
用して測定するように前記端末に指示することに用いられる。
【０１３１】
　選択肢として、前記プロセッサ１１０は、更に、前記送受信機１３０によって前記端末
の報告したダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を受信し、測定停止メッセージを前
記端末に送信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止するように前記端末に指示すること
に用いられる。
【０１３２】
　図１２は本発明の端末の第１実施例の構成模式図であり、本実施例では、前記端末は、
　基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセージを受信し、指定された狭帯
域幅に切り替えて情報を受信することに用いられ、前記狭帯域幅の幅がシステム帯域幅の
幅より小さい受信ユニット３００と、
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定するた
めの切替ユニット４００と、を備える。
【０１３３】
　選択肢として、前記受信ユニット３００は、更に、前記狭帯域幅における物理ダウンリ
ンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情報を受信し、
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　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【０１３４】
　選択肢として、前記受信ユニット３００は、具体的に、前記基地局が設定された、前記
端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメータを受信することに用い
られ、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための周期
及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯情報を含
み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に切り替え
てダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さを含み、
　前記切替ユニット４００は、具体的に、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられる。
【０１３５】
　選択肢として、前記切替ユニット４００が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域
幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する前に、前記受信ユニット３００は、更に
、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することに用いられる。
【０１３６】
　選択肢として、前記受信ユニット３００は、具体的に、
　前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定
パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記ダウンリンク基準信号を１回
測定するための時間長さを含み、
　前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信したトリガー
信号を受信することに用いられ、
　前記切替ユニット４００は、具体的に、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられる。
【０１３７】
　選択肢として、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２
つの異なる設定を含み、前記受信ユニット３００が前記測定パラメータを受信するとき、
前記切替ユニット４００は、更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルの指示
によって前記測定パラメータの設定状況を決定することに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記受信ユニッ
ト３００は、更に、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルを介して
送信した、他の設定された測定パラメータを使用して測定するように前記端末に指示する
情報を受信することに用いられる。
【０１３８】
　選択肢として、前記切替ユニット４００は、更に、前記基地局にダウンリンクチャネル
のチャネル状態情報を報告し、前記基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、
ダウンリンク基準信号の測定を停止することに用いられる。
【０１３９】
　図１３は本発明の端末の第２実施例の構成模式図であり、本実施例では、前記端末は、
　プロセッサ２１０、メモリ２２０、送信機２３０、受信機２４０及びバス２５０を備え
、前記プロセッサ２１０、メモリ２２０、送信機２３０及び受信機２４０がバス２５０を
介して接続され、前記送信機２３０は信号を送信することに用いられ、前記受信機２４０
は信号を受信することに用いられ、前記送信機２３０及び前記受信機２４０がそれぞれ独
立して設置又は統合して設置され、前記メモリ２２０は１組のプログラムコードを記憶す
ることに用いられ、前記プロセッサ２１０は前記メモリ２２０に記憶されるプログラムコ
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ードを呼び出して、
　前記受信機２４０によって、基地局から送信された狭帯域幅受信モードの切替メッセー
ジを受信し、指定された狭帯域幅に切り替えて情報を受信し、前記狭帯域幅の幅がシステ
ム帯域幅の幅より小さい操作、及び
　ダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を測定する必要がある場合、前記基地局のス
ケジューリングによってシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する操
作を実行することに用いられる。
【０１４０】
　選択肢として、前記プロセッサ２１０は、更に、前記受信機２４０によって前記狭帯域
幅における物理ダウンリンク制御チャネルにおいて前記端末に対するダウンリンク制御情
報を受信し、
　前記ダウンリンク制御情報が前記端末に対応する端末特定検索空間にあって前記端末に
対応する制御チャネルユニット集約レベルを使用することに用いられる。
【０１４１】
　選択肢として、前記プロセッサ２１０は、具体的に、前記受信機２４０によって、前記
基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するための測定パラメ
ータを受信し、前記測定パラメータは前記端末が前記ダウンリンク基準信号を測定するた
めの周期及び前記端末が前記周期内に前記ダウンリンク基準信号を測定するための時間帯
情報を含み、前記周期は前記端末が前記狭帯域幅受信モードに入って、システム帯域幅に
切り替えてダウンリンク基準信号を測定して再び前記狭帯域幅受信モードに入る時間長さ
を含み、
　前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測
定することに用いられる。
【０１４２】
　選択肢として、前記プロセッサ２１０は、更に、前記測定パラメータに基づいてシステ
ム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を測定する前に、前記受信機２４０によって
、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルにおいて送信した、前記端
末が前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウンリンク基準信号を
測定するようにトリガーするためのトリガー信号を受信することに用いられる。
【０１４３】
　選択肢として、前記プロセッサ２１０は、具体的に、
　前記受信機２４０によって、前記基地局が設定された、前記端末が前記ダウンリンク基
準信号を測定するための測定パラメータを受信し、前記測定パラメータは前記端末の前記
ダウンリンク基準信号を１回測定するための時間長さを含み、
　前記受信機２４０によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネ
ルにおいて送信したトリガー信号を受信し、
　前記トリガー信号及び前記測定パラメータに基づいてシステム帯域幅に切り替えてダウ
ンリンク基準信号を測定することに用いられる。
【０１４４】
　選択肢として、前記基地局が前記端末のために設定した測定パラメータは少なくとも２
つの異なる設定を含み、前記測定パラメータを受信するとき、前記プロセッサ２１０は、
更に、前記狭帯域幅の物理ダウンリンク制御チャネルの指示によって前記測定パラメータ
の設定状況を決定することに用いられ、
　前記基地局が現在使用中の測定パラメータを修正する必要がある場合、前記プロセッサ
２１０は、更に、前記受信機２４０によって、前記基地局が前記狭帯域幅の物理ダウンリ
ンク制御チャネルを介して送信した、他の設定された測定パラメータを使用して測定する
ように前記端末に指示する情報を受信することに用いられる。
【０１４５】
　選択肢として、前記プロセッサ２１０は、更に、前記送信機２３０によって前記基地局
にダウンリンクチャネルのチャネル状態情報を報告し、前記受信機２４０によって、前記
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基地局から送信された測定停止メッセージを受信し、ダウンリンク基準信号の測定を停止
することに用いられる。
【０１４６】
　本実施例に説明される基地局は本発明の図２～図６を参照して説明した方法実施例にお
けるプロセスの一部又は全部を実施して、本発明の図１０を参照して説明した装置実施例
における機能の一部又は全部を実行することに用いられてもよく、本実施例に説明される
端末は本発明の図７～図９を参照して説明した方法実施例におけるプロセスの一部又は全
部を実施して、本発明の図１２を参照して説明した装置実施例における機能の一部又は全
部を実行することに用いられてもよく、ここで詳細な説明は省略する。
【０１４７】
　１つ又は複数の実例では、説明された機能はハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア又はその任意の組み合わせで実施されてもよい。ソフトウェアで実施される場合、機
能は１つ又は複数の命令又はコードとしてコンピュータ可読媒体に記憶され又はコンピュ
ータ可読媒体によって送信され、且つハードウェアに基づく処理ユニットにより実行され
てもよい。コンピュータ可読媒体はコンピュータ可読記憶媒体（例えばデータ記憶媒体等
の有形媒体に対応する）又は通信媒体を含んでもよく、通信媒体は（例えば）通信プロト
コルに従ってコンピュータプログラムを一箇所から他の箇所に伝送するように促進する任
意の媒体を含む。このような方式で、コンピュータ可読媒体はほとんど（１）非一時的有
形コンピュータ可読記憶媒体、又は（２）例えば信号又はキャリア等の通信媒体に対応し
てもよい。データ記憶媒体は、命令、コード及び／又はデータ構造を検索するよう、１つ
又は複数のコンピュータ、又は１つ又は複数のプロセッサによりアクセスできる、本発明
に説明される技術を実施するための任意の利用可能媒体であってもよい。コンピュータプ
ログラム製品はコンピュータ可読媒体を含んでもよい。
【０１４８】
　制限ではなく実例によって、いくつかのコンピュータ可読記憶媒体はＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光ディスクメモリ、磁気ディスクメモリ又は他の磁
気記憶装置、フラッシュメモリ、又は、命令又はデータ構造の形式の所要のプログラムコ
ードを記憶でき且つコンピュータがアクセスできる任意の他の媒体を含んでもよい。且つ
、任意の接続は適切にコンピュータ可読媒体と称されてもよい。例えば、同軸ケーブル、
光ケーブル、ツイストペアケーブル、デジタル加入者線（ＤＳＬ）又は無線技術（例えば
、赤外線、ラジオ及びマイクロ波）を使用してウェブサイト、サーバ又は他のリモートソ
ースから命令を送信する場合、同軸ケーブル、光ケーブル、ツイストペアケーブル、ＤＳ
Ｌ又は無線技術（例えば、赤外線、ラジオ及びマイクロ波）が媒体の定義に含まれる。と
ころが、コンピュータ可読記憶媒体及びデータ記憶媒体は接続、キャリア、信号又は他の
一時的媒体を含まず、非一時的有形記憶媒体であると理解すべきである。本明細書に使用
される磁気ディスク及び光ディスクはコンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光
学的ディスク、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク及びブル
ーレイディスクを含み、磁気ディスクは常に磁気方式でデータをコピーするが、光ディス
クはレーザを用いて光学方式でデータをコピーする。以上の各物の組み合わせが更にコン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１４９】
　例えば、１つ又は複数のデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプロセ
ッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル論理アレイ（ＦＰ
ＧＡ）又は他の等価な集積又はディスクリート論理回路等の１つ又は複数のプロセッサに
よって命令を実行することができる。従って、本明細書に使用される用語「プロセッサ」
は上記構造又は本明細書に説明される技術の実施に適する任意の他の構造のうちのいずれ
か１つを指してもよい。また、いくつかの態様では、本明細書に説明される機能を、設定
によって符号化及び復号する専用ハードウェア及び／又はソフトウェアモジュールに提供
し、又は複合コーデックに組み込んでもよい。且つ、前記技術は１つ又は複数の回路又は
論理素子に完全に実施されてもよい。
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【０１５０】
　本発明の技術は複数の装置又はデバイスにより実施されてもよく、前記装置又はデバイ
スはワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）又はＩＣセット（例えば、チップセット
）を含んでもよい。本発明では、様々なコンポーネント、モジュール又はユニットを説明
することにより、設定によって開示される技術を実行する装置の機能の面を強調するが、
必ずしも異なるハードウェアユニットによって実現するように要求するとは限らない。適
切には、以上に説明されるとおり、様々なユニットはコーデックハードウェアユニットに
組み合わせてもよく、相互運用性ハードウェアユニット（以上に説明される１つ又は複数
のプロセッサを含む）のセットによって適切なソフトウェア及び／又はファームウェアに
より提供されてもよい。
【０１５１】
　明細書中に言及される「１つの実施例」又は「一実施例」とは実施例に関連する特定の
特徴、構造又は特性が本発明の少なくとも１つの実施例に含まれることを意味すると理解
すべきである。従って、明細書全体の各箇所に出現した「１つの実施例では」又は「一実
施例では」は必ずしも同じ実施例を指すとは限らない。また、これらの特定の特徴、構造
又は特性は任意の適切な方式で１つ又は複数の実施例に結合されてもよい。
【０１５２】
　本発明の様々な実施例では、上記各過程の番号の順位は実行順序の前後を意味せず、各
過程の実行順序はその機能及び内部論理によって決定されるべきであり、本発明の実施例
の実施過程を制限するためのものではないと理解すべきである。
【０１５３】
　また、本明細書における用語「システム」及び「ネットワーク」は常に交換可能に使用
される。本明細書における用語「及び／又は」は、関連オブジェクトを説明する関連関係
に過ぎず、３つの関係が存在してもよいことを示し、例えば、「Ａ及び／又はＢ」は「Ａ
が独立して存在する」「ＡとＢが同時に存在する」「Ｂが独立して存在する」の３つの状
況を示してもよいと理解すべきである。また、本明細書における文字「／」は一般的に前
後関連オブジェクトが「又は」関係であることを示す。
【０１５４】
　本願に係る実施例では、「Ａに対応するＢ」はＢがＡに関連し、Ａに基づいてＢを決定
することができることを示すと理解すべきである。ところが、更に、Ａに基づいてＢを決
定することとは、Ａのみに基づいてＢを決定することができることを意味せず、更にＡ及
び／又は他の情報に基づいてＢを決定することができることを意味すると理解すべきであ
る。
【０１５５】
　当業者であれば、本明細書に開示される実施例を参照して説明した各例示的なユニット
及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア又はそれら
の組み合わせで実現されてもよく、ハードウェアとソフトウェアとの互換性を明確に説明
するために、上記説明において既に機能に基づいて各例示的な構成及びステップを一般的
に説明したと認識される。これらの機能をハードウェアそれともソフトウェア方式で実行
するかは、技術案の特定応用及び設計制約条件によって決定される。当業者は各特定応用
に対して異なる方法で説明される機能を実現することができるが、このような実現は本発
明の範囲を超えると見なされるべきではない。
【０１５６】
　当業者であれば、説明を容易且つ簡単にするために、上記説明されるシステム、装置及
びユニットの具体的な動作過程は、上記方法実施例における対応過程を参照してもよく、
ここで詳細な説明は省略すると明確に理解される。
【０１５７】
　本願に係るいくつかの実施例では、開示されるシステム、装置及び方法は他の方式で実
現されてもよいと理解すべきである。例えば、以上に説明される装置実施例は模式的なも
のに過ぎず、例えば、前記ユニットの区画は論理機能上の区画に過ぎず、実際に実現する
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は他のシステムに統合されてもよく、又はいくつかの特徴は省略してもよく、又は実行し
なくてもよい。一方、表示又は検討される相互間の結合又は直接結合又は通信接続はいく
つかのインターフェース、装置又はユニットによる間接結合又は通信接続であってもよく
、電気、機械又は他の形式であってもよい。
【０１５８】
　分離部材として説明されるユニットは物理的に分離してもよく、物理的に分離しなくて
もよく、ユニットとして表示される部材は物理ユニットであってもよく、物理ユニットで
なくてもよく、すなわち、一箇所に位置してもよく、複数のネットワークユニットに分布
されてもよい。実際の必要に応じて、その一部又は全部のユニットを選択して本実施例案
の目的を実現してもよい。
【０１５９】
　また、本発明の各実施例では、各機能ユニットは１つの処理ユニットに統合されてもよ
く、各ユニットは独立して物理的に存在してもよく、２つ又は２つ以上のユニットは１つ
のユニットに統合されてもよい。
【０１６０】
　以上の説明は、本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を制限するため
のものではなく、当業者が本発明に開示される技術的範囲内に容易に想到し得る変更や置
換は、いずれも本発明の保護範囲内に含まれるべきである。従って、本発明の保護範囲は
特許請求の範囲に準じるべきである。
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